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コロナ危機における子育て学習

子育て学習においては、専門領域のなかで体系化された学問からの演

繹的な講義方式による「集団一斉承り学習」のためなら、自分のペース

で在宅学習できるICTは大いに役立つはずといえよう。

しかし、実際の子育て学習の場においては、そうはならない。コロナ

危機において集合できない、会話できないという身体的・精神的制約が、

これまでのとりわけ「水平交流ワークショップ型」の子育て学習の可能

性を押しとどめてしまうマイナス要因となっている。

ここでは、とりわけ子育て当事者による「親子共同まちづくり研究」

の事例に焦点を当て、これまでの子育て学習が生み出した成果を整理す

る。



ＩＣＴと子育て学習・子育て支援学の体系化

これまでの子育て学習の成果とは、 ①異質の価値の受容、②暮しと仕事の
なかでの課題発見と課題解決、③「自閉」や「同調集団閉鎖」からの視野拡
大、④関連して個人完結型から社会開放型への子育て観の転換、⑤自己形成
と社会形成の一体的進展である。

私の話題提供においては、子育て学習のこれまでの成果を継承するＩＣＴ
活用のあり方を提唱するとともに、これまで本学会が進めてきた子育て支援
学の体系化を「くじけずに」いっそう推し進めるための展望を提唱したいと
考えている。

提唱したいＩＣＴ活用の要点は、「書き言葉文化」の復活、自己内対話の
充実、見知らぬ他者・異質の他者との交流であり、そのための学習者への評
価付与、揺さぶり、新たな課題提示などの、指導者によるワークショップへ
の効果的な介入である。



１
• １ 子育て支援はコロナに敗北するのか

２
• ２ ＩＣＴによる子育て学習

３
• ３ ＩＣＴの可能性と子育て支援学体系化

４ • ４ 子育て支援学体系化に向けた取り組み

構 成



「新しい生活様式」がワークショップに与える影響

◼ＷＳ（ワークショップ）で、リアルな空間での共感と共有の時
間がもてない。

◆ＷＳの特徴を台無しにしてはならない

◆一部のＷＳファシリテータの努力の実際と本質的限界

◆問題はアイスブレーキングの話ではない

◆本質は、自己内対話と対他者対話の相乗作用、異質との出会い
による相互理解と価値の創造

◆ただし、ソーシャル・ディスタンスで、これまでの「同調圧
力」から救われる人もいる

• １ 子育て支援はコロナに敗北するのか。



ＩＣＴによる子育て学習の課題と展望

1. 「新しい生活様式」による弱体化の恐れ

2. 「自分のペースで学べる」という良さを生かした個人学習の支援

3. 「子育て暗黙知」のマルチメディア教材作成

4. ＩＣＴによる「ママ友づくりパパ友づくり」

5. 「異なる価値との交流」による自己内・対他者対話

6. 「（教育が）意図的につくる居場所」

校区を超えた小学校ＰＴＡ会員の言わば「動員」された研究グループ
によって生み出された子育て学習の事例

西村美東士「社会開放型子育て観への転換プログラムの提案－豊島区
家庭教育推進員の子育てまちづくり研究活動を通して」

http://mito3.jp/seika/2870.pdf

• ２ ＩＣＴによる子育て学習

http://mito3.jp/kosodatesien/kosodateanmokuti_ron.pdf#page=5
http://mito3.jp/ccc/katikan/source/source_002.jpg
http://mito3.jp/seika/2870.pdf#page=3


mito3.jp/kosodatesien/kosodateanmokuti_ron.pdf

子育ての暗黙知に関する研究
－子供を見る視点と子供への対応を中心に

森 和夫 (技術・技能教育研究所)
西村 美東士(若者文化研究所)

平成17年度選定文部科学省私立大学学術研究高度化推
進事業(社会連携研究推進事業）連鎖的参画による子
育てのまちづくりに関する開発的研究一個人完結型か
ら社会開放型への子育て観の転換をめざして
平成17～21年度研究集録

子育て暗黙知「保育者の行動の仕方」
• ２ ＩＣＴによる子育て学習





比較相手

アイテム
金 夫 仕事 趣味

ママ
友

子育
て

得点 順位

金→ 番

夫→ 番

仕事→ 番

趣味→ 番

ママ友→ 番

子育て→ 番

一対比較法：比較相手より重要なら○、ほかは× 計 １５



「親子まちづくり研究」に向けた提言

校区を超えた小学校ＰＴＡ会員の言わば「動員」された
研究グループによって生み出された東京都Ｔ区「親子ま
ちづくり研究」の事例

西村美東士「社会開放型

子育て観への転換プログラム

の提案

－豊島区家庭教育推進員の

子育てまちづくり研究活動を

通して」

• ２ ＩＣＴによる子育て学習

http://mito3.jp/seika/2870.pdf#page=8


１ 豊島区関連政策：すべての人が地域で共に生きていけるまち・多様なコミュニティがあるまち
２ 実践研究テーマ：異年齢・異文化の交流が共生のまちづくりに与える影響
３ メンバー：

結論
① 従来通りのイベントを繰
り返すだけでは、異文
化・異年齢の人々同士が
積極的に関わり合う機会
としては十分ではない。

② 地域コミュニティにおい
て、同じ集団内でのつな
がりは強く、交流も盛ん
に行われているが、同一
集団の単位を越えた交流
を図ることや、それに関
する各集団のニーズを把
握することは、住民の力
だけでは困難である。

③ 区民ひろば運営協議会な
ど、それぞれのコミュニ
ティの運営に関わる人々、
とくに高齢者や子育て世
代や住民ボランティアの
一部の人たちに負担がか
かりすぎている。マンパ
ワーが不足している。



GIGAスクール構想等によるＩＣＴ環境の整備

2015年の「地域学校協働」中教審答申による「学校で学んだこ
とを地域に応用するような関係をつくる」、「地域の在り方も変
える」という考え方

親、市民、学校、行政、事業所の協働がもたらす個人完結型子育
て観から社会開放型子育て観への転換

そのためのＩＣＴの発揮する大きな役割

ＩＣＴの可能性



ＩＣＴに期待される書き言葉による発信と合意形成

パソコン通信の先駆者の事例

自己内対話と対他者対話が行われ、既存の解答を昇華した新
しい解答を見出すことが可能

大学授業でのアクティブラーニングの事例

交流と合意形成を阻害するネック

＝個人情報の保護と著作権の尊重

自負できるプライバシー、二次利用されたい著作権」

ＩＣＴの可能性

https://www.nomaken.jp/outline/book/037.pdf#page=123
http://mito3.jp/syohyou/story/2000.html
http://mito3.jp/seika/1430.pdf#page=4


ＩＣＴに期待される書き言葉による発信と合意形成

第一に、パソコン通信は「書き言葉文化」なので、慣れるまでは少し「しんどい」
読み書きの作業が強いられる。最初は電話のような気軽さはない。とくに自己の思考
を文章で表現することは、つらいものである。「読み・書き・算」のうちの二つも能
力が求められる。真の意味での「学力」の不足は、ここでは直接的に影響し、その人
の情報行動を消極的にしてしまう。
ただ、青少年の場合は、「交換ノート」のような「ノリ」で気軽に読み書きしてい

る。これが、新しい「書き言葉文化」を形成しつつある。
第二に、(中略)
情報の処理・交流能力や読み書きの能力の獲得を、それが困難であるという理由で

放棄するわけにはいかない。むしろ、ＲＯＭの存在に象徴されるパソコン通信の「困
難」は、そのまま、今後の情報化社会において人間に必要な情報リテラシー獲得のた
めの、そして人間が知の主体として生きていくための、乗り越えなければならない知
的試練としてとらえるべきではないだろうか。

西村美東士「パソコン・パソコン通信と青年－成熟したネットワークとは何か」、恒星社厚生閣
高橋勇悦編『メディア革命と青年』、pp.109-141、1989年6月 mito3.jp/seika/0390.pdf



ＩＣＴにおける自己内対話効果と対他者協同効果

他学生の記述をリアルタイムに一覧形式で見ることができることは、と
くに大人数授業場合は交流ツールとして有効であると考えられる。しかし、
その交流が、自己内対話の遮断として機能する場合も考えられる。今回の
結果からは、自己内対話効果と対他者協同効果の分離が示唆された。キャ
リア教育に多用されるワークショップの場面において、学生の協同（課題
設定等）→沈思黙考（カード書き込み）→口頭コミュニケーションによる
協同(カテゴライズ作業等）→協同・沈思黙考（振り返り）というプロセ
スに関して、ICT活用分析を通して、自己内対話と協同の相乗的促進のた
めの、評価付与、揺さぶり、新たな課題提示などの教師の指導行為の方法
と効果を検討する必要がある。

西村美東士「ICTを活用した学科キャリア教育の方法と効果」、
聖徳大学FD紀要『聖徳の教え育む技法』7号、pp.63-73、2013年2月
mito3.jp/seika/3040.pdf



「自負できるプライバシー、二次利用されたい著作権」

もうひとつ先の段階に、生涯学習社会の移行途中の今日、突出的空間として見え隠
れしている水平異質共生のコミュニティがある。それは、「私はこれだったら得意だ
から、みんなに教えてあげるよ」という生涯学習ボランティア、「こういうことを考
えたからアップロードしておきます。よかったらぜひこれをほかにもどんどん紹介し
てください。著作料（財産権）はいりません。でも出所は私であることは明らかにし
てくださいね（氏名表示権）」という情報ボランティア、そういう人たちが創り出し
ている生涯学習空間および電子的仮想空間の世界である。アマチュアによる知的生産
や情報発信にはそういう強みがある。ぼくは、これを、「自負できるプライバシー」
および「二次利用されたい著作権」と呼んでいる。上下同質競争に飽き足りなくなっ
て、この競争社会の世では当然と思われてきた権利である自己のプライバシー権や著
作権を、自分の意思で必要に応じて守ったり開放したりするという自己管理のできる
市民のボランタリズムが、突出的水平空間においては生まれつつあるのだ。
1997/3/31西村美東士「社会教育関係者にとっての電子メールの存在価値－自負できるプライバシー、二次利用さ
れたい著作権の誕生」、財団法人ＡＶＣＣ『平成8年度文部省補助事業生涯学習関連施設調査研究報告書』より



1. 本学会での取り組み＝わが国の子育てに関する社会的課題を取り
上げ、そのテーマに対して、諸学の各領域を超えて、保護者、支
援者、研究者の三位一体で追求していく活動

2. ＷＳ等によって、保護者の見解を含めた子育て課題の洗い出しと
検討を進める

3. それぞれのテーマ（課題）について、子育て現場の保護者、子育
て支援現場の支援者、各領域の研究者の三者の能動的な協働に
よって、複数の専門領域を横断する検討と課題解決の方法が必要

西村美東士「２０１７年度日本子育て学会第９回大会サテライト大会
報告―子育て者の思いに応える子育て学を目指して―」

mito3.jp/seika/3750.pdf

三位一体の研究方法

http://mito3.jp/seika/3750.pdf#page=3




子育て支援
一時保育、託児から親教育、

まちづくり支援まで

連鎖的参画
教員、学生、親、市民、産業、

自治体の連携と協働

自己形成
自己から、対自己、対他者、
対社会への気づきと成長

社会形成
子育てのまちの形成と

連鎖的参画

学際的両面
アプローチによる
学的体系の構築

親にとってのかけがえのない子育ての時期を、
子育ちとともに、より充実したものにしたい。

少子化インパクトの軽減

自己形成と社会形成の
２側面からのアプローチ

社会開放型子育て観への転換によって、「花の生涯」を実現したい

子ども復権
親らしさ復権

地域社会の
隆盛

一体化

「生身（なま
み）の親」の
ニーズを出発
点として、「個
人として」と
「社会の成員
として」の両面
から包括的に
アプローチす
る学的体系の
構築が求めら
れている。

研究4
「実験子育て講座のプロ
グラム及び教材開発」

研究2
「参画型ワークショップに
よる課題と能力の構造化」

研究1
「ワンストップ子育て相談
によるニーズの構造化」

研究3
「学際的子育て文献・事例
データベースの構築」

研究方法(例)

日本子育て学会「子育て学の学的体系の構築」研究全体図(案)
西村美東士



• ネット、ＳＮＳなどの活用に関する問題：

今回のサテライト大会では、「ママサークル」を立ち上げようとしてい
る保護者の新規参加があり、ＳＮＳなどを活用した新しいかたちで社会
に関わろうとする動向が保護者のなかで見られた。その人たちは、ネッ
トやＳＮＳを気楽に使いこなすことによって、社会的活動を行っている。
今日の若者にとっては、それは技術的にはたやすいことであり、未来の
親として、社会に開かれた子育てを進める可能性をもっている。

前ページ「西村美東士「２０１７年度日本子育て学会第９回大会サテラ
イト大会報告―子育て者の思いに応える子育て学を目指して―」より

http://mito3.jp/seika/3750.txt

ネットやSNSを気軽に使いこなす若い親たち

http://mito3.jp/seika/3750.txt


教育学の研究者でさえも、わが子の子育てに悩み、価値観を同じ
くする「ママ友」とだけつながろうとして、個人完結型の子育て観
に閉塞していく傾向を見受ける。これだけ子育てが私物化している
今日、社会開放型子育て観への転換は、簡単ではないのだろう。

しかし、子育て支援学体系化を成功させるカギは、保護者が「わ
が子」だけではなく「子育てのまち」に目を向けること、支援者が
「わが園」だけではなく「全市的視点」をもつこと、そして研究者
は自分の研究領域だけでなく、人々の暮らしや仕事ぶりの総合的観
点から、地域の子育ての課題を臨床的に分析することだと考える。

それが、わが子を「私物」ではなく、社会の一員として「正しく
見る」ことにもつながるのだと、私は考えている。

体系化のカギになるもの


